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「日高の夏　昆布漁」
　医療法人社団　静和会　石井病院　看護部長　三間　悦晃

北海道看護協会員数（令和 4年 8月末日現在）

2022年度目標会員数 43,500名（達成率 97.88％）

入会者数 保健師 助産師 看護師 准看護師
42,576名 1,143名 1,300名 38,259名 1,874名

北海道
看護協会 144144

令和4年
9月30日発行

No.No.

ニュース
● 支部だより
● ナースセンターだより
● 教育課からのお知らせ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   　P3～10
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  　P14～16
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  　P18～19

● 「いいお産の日」イベント開催のお知らせ
● 2023年度看護協会の会員継続・入会の手続きについて

・・・・・・・・・・・・・・・  　P11

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  　P20～21



北海道看護協会ニュース 144 号　p2

選挙管理委員長
　公益社団法人北海道看護協会選挙及び選挙管理委員会規程第12条（選挙の告示）に基づき、次のとおり告示する。

令和5年6月17日　土曜日　北海道看護協会　大講堂（札幌市白石区本通17丁目北３番24号）

Ⅰ　選挙日及び場所

　公益社団法人北海道看護協会代議員及び予備代議員選任規程に基づき、代議員及び予備代議員の選出及び立候補の受付
期限等についてお知らせします。

（1）北海道看護協会の代議員数は200名とする。
（2）支部ごとの代議員数は、総会員数の割合により算出し、3名以

上とする。

（3）職能ごとの選出は、支部ごとに原則として、保健師及び助産師
から各1名、看護師及び准看護師から1名を選出する。代議員数
が4名以上の場合は、それ以降の職能は問わない。

（4）代議員の員数を欠くときに備えて予備代議員を置く。

Ⅰ　令和5年度北海道看護協会代議員及び予備代議員の定数等

（1）会員であること。
（2）北海道看護協会の理念・目的を理解し、1年間代議員として任務を果たせること。
（3）北海道看護協会総会に出席できること。

Ⅱ　立候補の基準

（1）本会の代議員及び予備代議員に立候補される方は、代議員及び
予備代議員選任規程第9条に基づき、会員5名の推薦を受け、

「代議員立候補届」により各支部長に届出をしてください。届出
用紙は本会ホームページよりダウンロードできます。

（2）受付期限は各支部大会の開催30日前まで必着とする。
※開催日はホームページをご覧ください。（随時更新）

Ⅲ　立候補の受付期限等について

　定款第29条及び第34条並びに定款細則第14条第3項、第15条
第3項、第35条第2項により、改選となる役員と推薦委員の人数は
次のとおりです。

Ⅱ　改選役員等の職名と人数
　立候補しようとする方は、選挙及び選挙委員会規程第14条に基
づき、会員10名以上の推薦を受け「立候補者届」及び「立候補者推
薦届」を選挙管理委員長宛てに郵送してください。
　各届出様式は本会ホームページからダウンロードしていただ
くか、本会総務部総務課（011-863-6731）までお問い合わせくだ
さい。

⒈受付期間　令和5年4月18日　火曜日　必着
⒉送付先　　〒003-0027
　　　　　　札幌市白石区本通17丁目北3番24号
　　　　　　公益社団法人北海道看護協会　選挙管理委員長　宛
　　　　　　※必ず「親展」でお送りください。

Ⅲ　立候補の受付期間等について

（1）副会長　………………　１名
（2）常務理事　……………　１名
（3）助産師職能理事　……　１名
（4）看護師職能Ⅰ理事　…　１名
（5）一般理事　……………　２名
（6）准看護師理事　………　１名
（7）地区理事　……………　４名
　 （札幌地区、上川空知地区、胆振日高地区、釧路根室地区）

（8）監　事　………………　１名
　 （本会業務に精通した監事） 

⒈役員12名

2.推薦委員９名

【支部ごとの代議員数及び予備代議員数等】

令和５年度北海道看護協会 改選役員及び推薦委員への立候補並びに推薦について

令和５年度北海道看護協会 代議員及び予備代議員の選出と立候補について

（3）提出先　〒003-0027　札幌市白石区本通17丁目北3番24号
公益社団法人北海道看護協会 ○○支部 支部長 宛
※届出については必ず支部名を記載し、「親展」でお送

りください。
（4）問い合わせ先　総務部総務課　TEL011-863-6731

E-mail：soumu1@hkna.or.jp

支部名

道 南 南 支 部
道 南 北 支 部
小 樽 支 部
後 志 支 部
札幌第１支部
札幌第２支部
札幌第３支部
札幌第４支部
南 空 知 支 部
北 空 知 支 部
室 蘭 支 部
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留 萌 支 部
稚 内 支 部
北 網 支 部
遠 紋 支 部
十 勝 支 部
釧 路 支 部
根 室 支 部
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支 部
だより

（支部報告・活動報告）

道南南支部 書記　余田　睦美

　今年も幾度となく新型コロナウイルス感染症の波
がきています。各事業を行うにも集合でできるのだ
ろうかWebかと検討しながら実施しています。その
ような中5月に「看護の日」記念講演として理学療法
士の桂下直也先生をお招きし「腰・膝・肩痛などを解
消するぴんぴんほぐし・はがし」というテーマで行わ
れました。2年ぶりに集合形式で開催することがで
きました。83名の参加があり、わかりやすい講演と
実際の体操で体も心もほぐれほっとしたひと時だっ

たと思います。また支部研修としてフィジカルアセ
スメント研修、地域包括ケアのための看看連携研修
などを実施しました。
　今後の活動計画としては、各職能集会、10月に会
員懇談会・メンタルヘルスケア研修会・終末期ケア研
修会、2月に支部大会・看護研究学会を予定しており
ます。
　活動の仕方を工夫しながら充実した支部活動にな
るよう支部役員、委員一同努力してまいります。

　道南北支部では7月上旬までに2年間開催できな
かった看護の日フェアと支部担当研修を開催するこ
とができました。
　看護の日フェアでは地域住民の方との親睦を深め
ることができ、その中でも住民の方々からコロナ禍
での看護職の働きに対し、労いや感謝の言葉を頂き
勇気づけられました。
　また、支部担
当研修では感染
防止対策を講じ
ながらグループ
ワークを交えた
研修会を開催し

ました。参加者からはグループで
討議することの重要性を改めて
感じたとの声を頂き、集合研修の
利点を改めて実感しております。
　7月中旬より新型コロナウイ
ルス感染症流行の第7波が到来
し過去にない厳しい状況となり
全ての看護職が日々奮闘してい
ます。この局面を乗り越えられる
よう専門職として地域医療・保健・福祉を支え続け、
貢献し続けたいと思います。また、職能団体として
地域で奮闘している看護職を支えていきたいと思
います。

道南北支部 支部長　豊岡　裕子
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後志支部 働き続けられる職場づくり推進委員長　清水田　幸子

札幌第1支部 広報委員　佐藤達也

小樽支部 書記　野上　博司

　小樽支部には約1,200名の会員が所属していま
す。後志支部と連携し、会員・管理者懇談会等の企画・
参加により研鑽を深めています。
　今年度の小樽支部の活動は、5月の「看護の日」の
イベントを皮切りに企画を進めていましたが、新型
コロナウイルス感染症の拡大に伴い、映画「スクール
オブナーシング」上映会を断念しました。それに代わ
り、看護の日のグッズを市内の高校等に送り、看護の
日のアピールを行いました。次年度には市民の皆さ
んと「看護の日」のふれあいの場が実現することを
願ってやみません。
　6月に企画した、高校生の皆さんに参加いただく

「ふれあい看護体験」は無事に実現しました。5校、合
計79名の皆さんに、7医療機関においてさまざまな
看護の場の見学や技術の体験に参加いただきまし
た。写真は、シミュレーターを活用した採血の模擬体
験の様子です。初々
しくまばゆい白衣
姿にVサイン。また、
高校への「看護の出
前授業」も実施しま
した。未来の小樽
ナースに期待が高
まります。

　昨年度、委員長を拝命し活動2年目に入りました。
例年はハラスメント関連の学習会などを企画してい
ましたが、コロナ禍における役割を模索し、支部機関
誌発行をメインに活動しています。打ち合わせ等は
Web会議とラインやメールを活用して三密を避け、
企画・取材・編集作業を自分たちで行うという手探り
状態でのスタートでした。不安もありましたが、取材
にご協力いただいた皆さんの笑顔に癒され、励まし
あって2022年1月北海道看護協会ホームページ掲
載へこぎつけました。支部としては7年ぶりの機関
誌発行でした。
　前回の経験を基に、今年度は夏・冬2回発行を目標

とし、8月に夏号が完成しました。岩内協会病院の紹
介記事と後志の新人看護師紹介記事が載っています
ので、是非ホームページを見て頂きたいです。感染の
収束状況が見えない中、会員間での直接交流が難し
いですが、現場の看護職の様子をお伝え出来るよう、
今後も活動していきたいと思います。

　5月21日（土）13時～15時にコープさっぽろやま
はな店2階で札幌第一支部の「看護の日の健康フェ
ア」を開催しました。
　当日は札幌第一支部の委員が水色のおそろいの法
被を着て、健康チェックと健康相談を行いました。健
康チェックは血圧測定・酸素飽和度測定を行い、健康
相談は生活習慣病の予防、健康増進に関連すること
をテーマに開催しました。
　来場者数は28名で年齢層は若年層から高齢者ま
で幅広く参加されていました。親子連れも多数参加
され、血圧が測定できないような小さな子供は酸素

飽和度の測定のみ実施しました。保健師職が血圧を
測定しながら健康相談を行いました。また、来場者に
はハンカチ・クリアファイル・付箋を配らせていただ
きました。
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看護の場の見学や技術の体験に参加いただきまし
た。写真は、シミュレーターを活用した採血の模擬体
験の様子です。初々
しくまばゆい白衣
姿にVサイン。また、
高校への「看護の出
前授業」も実施しま
した。未来の小樽
ナースに期待が高
まります。

　昨年度、委員長を拝命し活動2年目に入りました。
例年はハラスメント関連の学習会などを企画してい
ましたが、コロナ禍における役割を模索し、支部機関
誌発行をメインに活動しています。打ち合わせ等は
Web会議とラインやメールを活用して三密を避け、
企画・取材・編集作業を自分たちで行うという手探り
状態でのスタートでした。不安もありましたが、取材
にご協力いただいた皆さんの笑顔に癒され、励まし
あって2022年1月北海道看護協会ホームページ掲
載へこぎつけました。支部としては7年ぶりの機関
誌発行でした。
　前回の経験を基に、今年度は夏・冬2回発行を目標

とし、8月に夏号が完成しました。岩内協会病院の紹
介記事と後志の新人看護師紹介記事が載っています
ので、是非ホームページを見て頂きたいです。感染の
収束状況が見えない中、会員間での直接交流が難し
いですが、現場の看護職の様子をお伝え出来るよう、
今後も活動していきたいと思います。

　5月21日（土）13時～15時にコープさっぽろやま
はな店2階で札幌第一支部の「看護の日の健康フェ
ア」を開催しました。
　当日は札幌第一支部の委員が水色のおそろいの法
被を着て、健康チェックと健康相談を行いました。健
康チェックは血圧測定・酸素飽和度測定を行い、健康
相談は生活習慣病の予防、健康増進に関連すること
をテーマに開催しました。
　来場者数は28名で年齢層は若年層から高齢者ま
で幅広く参加されていました。親子連れも多数参加
され、血圧が測定できないような小さな子供は酸素

飽和度の測定のみ実施しました。保健師職が血圧を
測定しながら健康相談を行いました。また、来場者に
はハンカチ・クリアファイル・付箋を配らせていただ
きました。
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札幌第2支部 広報出版委員長　五百蔵　三奈

札幌第３支部 助産師職能委員　五十川　聡子

　札幌第2支部は、
2月に支部大会を
開催し、新体制で
ス タ ー ト し ま し
た。支部大会と同
時に2年ぶりに開
催された三職能合
同交流会では、オンラインで手稲渓仁会病院栄養部
部長 田中智美先生に『食事で免疫アップ！～ 「何を」 
食べるかと 「いつ」 食べるか～』と、宮の森関口整骨
院院長 斎藤翔先生に『脂肪燃焼する体づくり』と題
してご講演いただき、コロナ禍に負けない心と体づ
くりを学ぶことができました。5月には、3年ぶりに
イトーヨーカドー琴似店で「看護の日」イベントを開
催しました。新型コロナウイルス感染症感染状況を
考慮し、例年行っている健康相談ではなく、「看護の

日グッズ」を来店された方々に配布し、看護職をPR
させていただきました。今年度後半も、オンライン中
心で研修会や交流会などが予定されています。会員
の皆様に満足いただける効果的な研修会となるよ
う、役員・委員一丸となり取り組んで参りたいと思い
ます。多数のご参加をお待ちしております。

　令和4年7月23日（土）4支部合同助産師職能研修
会を行いました。午前は札幌医科大学保健医療学部
教授の正岡経子先生から、「後輩指導・助産師教育～
明日から活かせる！ウィズコロナ社会の助産師教育
をみんなで考えよう！～」のご講演、午後は北翔大学
人間福祉学研究科研究科長の佐藤至英先生から「働
く助産師のメンタルヘルス～ストレスを味方につけ
る！モチベーションマネジメント～」の講演を、オン
ラインで行いました。
　「自分と仲良くなり小さなことでもいいから理屈
ぬきに自分に〇をつけるようにすると良いこと、や
る気はだまっていてもわいてこないこと、八方ふさ
がりと思えた時にはまずは行動することが大切であ
ること」などをお話してくださいました。
　日頃の自分たちの心の持ち方を振り返る機会とな
り、優しくて穏やかな語り口調での先生の言葉に、
とても癒された研修となりました。会場にいた委員

からは、ぜひ対面で研修参加者にもこの雰囲気を伝
えたかった！との意見がありました。今後も参加者
にとって有意義な研修を企画していきたいと思い
ます。
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札幌第4支部 第1副支部長　浅元　美津子

南空知支部 市立三笠総合病院　看護部長　髙橋　真美枝

北空知支部 教育委員長　今野　克絵

　札幌第4支部では、去る令和4年7月9日（土）に医
療安全研修・交流会をWeb開催しました。今年度は
講師に札幌医科大学救急医学講座教授の成松英智先
生をお招きし、「災害対策について学び、これから起
こる災害に向けて備えよう！」をテーマにご講演い
ただきました。参加希望者は医療機関から在宅系施
設に所属する看護職172名に上り、圏内地域におけ
る災害医療への関心の高さがうかがわれました。講
演内容は、災害現地の医療体制のあり方にはじまり、
北海道胆振東部地震での災害対応、北海道の想定大
災害と札幌圏における災害時予想状況と対応につい

てと、北海道の救急医療や災害医療の発展にご尽力
されてきた成松先生ならではの実践的なご講演でし
た。質疑が活発に行われ、参加者の満足度も高い、有
意義な研修・交流会となりました。今後も会員をはじ
めとした地域の看
護職のニーズも反
映した支部運営を
行っていけるよう、
支部役員一同、取り
組んで参りたいと
思います。

　コロナ禍以前には毎年『看護の
日』の催し物として、病院に来られ
た患者・家族を対象に『健康チェッ
ク』を病院ロビーで開催していま
した。しかし、それが開催できずに
3年目を迎え、別の視点で何かで
きないかを考えていた折、副師長
会から“自分たちの未来の看護を考えよう。そのため
に、まずは自分の看護師史を振り返ってみよう。”と
いう提案があり、同会が企画・編集し『看護師物語』と
題した文集を作成するに至りました。テーマは自由、
各世代から計22名を選出し、個々の看護観や印象に
残った経験、涙や笑い、失敗エピソードなどを綴って

もらいました。読み進める中で、教育環境が違っても
看護師として患者と向き合い、患者や仲間に感謝し
ながら成長してきたことが一様に文章から伝わって
きて、看護師の先輩として、また看護部長としても
『ここまでよく頑張りました！これからも宜しくお
願いします。』という気持ちでいっぱいになり、自分
も大変励まされた『看護の日』企画となりました。

　新型コロナウイ
ルス感染症の蔓延
を受け、昨年は支部
担当研修の開催を
諦めざるを得ない
状況でしたが、今年

度はオフィスA代表の萩原亜津子先生を講師にお招
きし、「歯科訪問診療と地域連携」というテーマで７
月に研修会を行いました。
　当初は集合研修で互いに口腔ケアを行う予定の研
修でしたが、感染状況を鑑みて集合及びZoomによ
るハイブリッド式研修へ切り替えました。研修で使
用するスポンジブラシやとろみ剤を受講者へ事前に
郵送し、個人でも実践できる研修内容としたことで、

研修後アンケートでは口腔ケアの重要性やとろみ剤
の正しい使用方法を知ることができたと好評でした。
　初めてZoomを活用したWeb研修を行い、ネット
環境の確認やZoomの設定など、集合研修とは異な
る準備に戸惑うこともありまし
たが、多くの方々の支えや協力の
おかげで無事に開催することが
できました。今後も感染状況を踏
まえながら、会
員のみなさま
の良い学びの
場となるよう
尽力して参り
ます。
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生をお招きし、「災害対策について学び、これから起
こる災害に向けて備えよう！」をテーマにご講演い
ただきました。参加希望者は医療機関から在宅系施
設に所属する看護職172名に上り、圏内地域におけ
る災害医療への関心の高さがうかがわれました。講
演内容は、災害現地の医療体制のあり方にはじまり、
北海道胆振東部地震での災害対応、北海道の想定大
災害と札幌圏における災害時予想状況と対応につい

てと、北海道の救急医療や災害医療の発展にご尽力
されてきた成松先生ならではの実践的なご講演でし
た。質疑が活発に行われ、参加者の満足度も高い、有
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めとした地域の看
護職のニーズも反
映した支部運営を
行っていけるよう、
支部役員一同、取り
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　コロナ禍以前には毎年『看護の
日』の催し物として、病院に来られ
た患者・家族を対象に『健康チェッ
ク』を病院ロビーで開催していま
した。しかし、それが開催できずに
3年目を迎え、別の視点で何かで
きないかを考えていた折、副師長
会から“自分たちの未来の看護を考えよう。そのため
に、まずは自分の看護師史を振り返ってみよう。”と
いう提案があり、同会が企画・編集し『看護師物語』と
題した文集を作成するに至りました。テーマは自由、
各世代から計22名を選出し、個々の看護観や印象に
残った経験、涙や笑い、失敗エピソードなどを綴って

もらいました。読み進める中で、教育環境が違っても
看護師として患者と向き合い、患者や仲間に感謝し
ながら成長してきたことが一様に文章から伝わって
きて、看護師の先輩として、また看護部長としても
『ここまでよく頑張りました！これからも宜しくお
願いします。』という気持ちでいっぱいになり、自分
も大変励まされた『看護の日』企画となりました。

　新型コロナウイ
ルス感染症の蔓延
を受け、昨年は支部
担当研修の開催を
諦めざるを得ない
状況でしたが、今年

度はオフィスA代表の萩原亜津子先生を講師にお招
きし、「歯科訪問診療と地域連携」というテーマで７
月に研修会を行いました。
　当初は集合研修で互いに口腔ケアを行う予定の研
修でしたが、感染状況を鑑みて集合及びZoomによ
るハイブリッド式研修へ切り替えました。研修で使
用するスポンジブラシやとろみ剤を受講者へ事前に
郵送し、個人でも実践できる研修内容としたことで、

研修後アンケートでは口腔ケアの重要性やとろみ剤
の正しい使用方法を知ることができたと好評でした。
　初めてZoomを活用したWeb研修を行い、ネット
環境の確認やZoomの設定など、集合研修とは異な
る準備に戸惑うこともありまし
たが、多くの方々の支えや協力の
おかげで無事に開催することが
できました。今後も感染状況を踏
まえながら、会
員のみなさま
の良い学びの
場となるよう
尽力して参り
ます。
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室蘭支部 働き続けられる職場づくり推進委員長　廣瀬　美栄子

苫小牧支部 支部長　秋山　悦子

日高支部 支部長　三間　悦晃

　今 年 度 の
『支部企画研
修』は、働き続
けられる職場
づくり推進委
員会の企画で

実施しました。新型コロナウイルス感染症対応で頑
張っている看護職が、楽しく受けられる研修を実施
したいと考え、ピラティスの研修を企画しました。
　7月2日土曜日、FRPマスタートレーナーである平
野慎太郎氏を迎え、「仕事に負けない体をつくろ
う！」をテーマに集合研修を実施することができま
した。コロナ禍でもあり、集合研修には定員40名の
ところ半数の20名が参加してくれました。
　講演は、まず自分の姿勢を知ることから始まり、ピ

ラティスの実施、リラクゼーション方法について教
えて頂きました。参加者からは、「体のゆがみが理解
できた」「良い体の休め方を知ることができた」「腰痛
にならない姿勢を学んだ」「普段の生活に活かした
い」などのコメントを頂き、自己の姿勢を理解し、今
後の生活に活かせる内容が習得できたことは、今回
の研修の目的でもある、『リラクゼーションの方法を
理解し、心身の健康を保持増進する』が概ね達成でき
たのではな
いかと思い
ました。

　7月2日、管理者懇談会を無事に開催することがで
きました。亀畑祥子副会長・小竹紀代美理事に御出席
いただき、集合21名・Web26名、計47名の参加とな
りました。
　副会長の「看護の動向」の講義を聴講し、その後の
グループワークでは「就業可能な職場づくり」につい
て意見交換ができました。
　施設間での交流が減少している中、貴重な意見が
聞けてとても参考になりました。職場は、良好な人間
関係の構築はもちろんのこと、ワークライフバラン
スが配慮されていること、そして何より自身のキャ
リアアップができることが大切であること等が発表

されました。
　「久しぶりに、他施設の人と話せて楽しかった」と
いう声も聞かれ、有意義な時間となったと思います。
　また、６月25日には昨年に引き続き、教育委員会
主催での北海道医療大学、明野伸次先生による看護
研究についての研修会も無事に終了しました。毎日
忙しい中、役員・委
員の方々が協力し
合い、支部の業務に
取り組んでいただ
いていることに深
く感謝しています。

　この2年間、COVID-19の影響で、予定していた活
動の縮小または中止が続き、今年こそはと準備して
いましたが、1月から感染者が止まらず日高として
は重大な状況となりました。クラスターの影響もあ
り、参加希望者が多かった支部企画研修・会員懇談会
は直前に延期となりとても残念です。そんな中、看護
の日のイベントはグッズを配布する形式に変更し、
住民の方と触れ合う機会を作ることができました。
また8月9日には医療系への進路を目指す管内の高
校生15名が参加し「地域医療を支える人づくりプロ
ジェクト」を開催しました。感染防護具の着脱などの

体験や、病院職員との座談会を実施し、心に残る体験
を話したり、生徒からは進路への悩みや質問を受け
会話が途切れることなく盛り上がり、活き活きした
表情がとても印象的でした。今後は、支部担当研修・
看護師職能集会そ
して小規模施設間
交流と、さらに対
策を強化し、実施
する予定です。
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上川南支部 第二副支部長　大坂　美和子

上川北支部 支部長　稲垣　壽美江

留萌支部 支部長　夏伐　加代子

　今年度も新型コロナウイルス感染症の影響で、ふ
れあい看護体験は中止となりましたが、5月15日
（日）に「覗いてみよう！聞いてみよう！看護のお仕
事」をテーマにオンラインで看護の日イベントを開
催し、9校118名の高校生が参加しました。
　イベントでは、「看護の日、看護週間について」「看
護師・保健師・助産師になるには」の説明、「キラリ！
看護のシゴト」から8つの動画を視聴してもらい、看
護の仕事内容の理解を深めてもらいました。事前に
多数の質問を受け、「看護師の仕事をしてよかったと
思えることは何ですか」「やりがいを感じることは何
ですか」など、企画担当者から動画視聴の合間に回答
しました。実体験やプライベートのことなど具体的

な内容となっており、看護の奥深さややりがい、さら
なる魅力を感じたと思います。
　高校生から「病棟看護師が患者さんに寄り添って
いる姿をみて、自分の理想を見つけることができた」
「今までよりもっと助産師になりたいと思った」など
の感想を聞くことができ有意義な時間を過ごせたと
感じています。今後も看護職に関心が持たれるよう
に取り組んでいきたいと思います。

　去る5月14日、
名寄イオンSCに
おいて、「フレイ
ル・サルコペニア
の予防」と「看護
協会上川北支部
の活動」について
看護の日のイベ

ントを行いました。(株)
森永クリニコ様、(株)ネ
スレ日本様にご協力戴
きまして、サルコペニア
予防のパンフレットと

ともに年配の方を対象に栄養補助食品サンプルを、
小さなお子様やご家族連れを対象にナースキティの
紙石鹸を配布いたしました。小雨がぱらつくあいに
くの天気でしたが、来場の皆様に「頑張ってくださ

い」とお声をかけて戴きました。
　7月9日、北海道看護協会上川北支部会員懇談会が
行われました。名寄市立大学において佐々木衿子常
務理事の「看護の動向」のご講義、士別市立病院の太
田泰子看護部長をお迎えして「就業継続可能な職場
づくり～当院における業務改善と人材育成～」のご
講演とグループワーク。　　　
　上川北部圏域における医療や看護の変遷をうかが
うことができて今後の地域包括ケアに生かせそうな
大変貴重なお話でした。人材育成に生かせる内容と
あって、参加者からは満足の声があがっていました。

　昨年度も新型コロナウイルス感染症に伴い、事業
を縮小せざるを得ませんでした。今年度はオンライ
ン研修を主とした企画と、延期できるものは延期を
して全企画を実施できるように役員と調整している
ところです。
　道内、管内と新型コロナウイルス感染症の陽性者
が増えており終息が見込めない中、今年もふれあい

看護体験は断念しふれあわない看護体験を模索中で
す。この事業を通して職業を知ることで看護職を目
指す学生さんも多いことから職業紹介を検討中です。
　7月より新型コロナウイルス感染症の陽性者の急
増により、業務に追われる日々ですが、予定している
事業を可能な限り実施できるよう、役員と協力して
進めてまいります。
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上川南支部 第二副支部長　大坂　美和子
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留萌支部 支部長　夏伐　加代子
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稚内支部 副支部長　川村　みゆき

北網支部 広報委員長　齋藤　あずみ

遠紋支部 書記　斎藤　奈美

　未知なるウイルスとの闘いが始まり、感染症拡大
防止に努めるため支部研修や催し物が延期・中止に
なる中、現在はどのような方法で支部活動を行うの
か考える時代に変革してきています。オンライン研
修（録画型・ライブ配信型）、ユーチューブ研修、集合
研修など様々な方法が検討されています。稚内支部
も今年度から、集合研修に加えオンライン研修開催
に向け準備を開始し、遠隔地からでも参加可能、一人
でも多くの会員に参加して頂ける支部活動を考えて
おります。
　さて、令和4年度看護週間行事「一日看護師体験」
「一日助産師体験」を、予定通り開催することができ
ました。「5月14日看護師体験12名」、「6月25日助産

師体験9名」、参加地域は稚内、利尻、礼文でした。各々
ユニフォームを纏い、看護職はどのように働いてい
るのか、資格取得の
ためにはどのような
進学方法があるのか、
興味を持って楽しく
体験していました。
今後も看護職の魅力
を伝え、看護職仲
間の輪が広がるこ
とに貢献したいと
思います。

　看 護 の 日
「ふれあい看
護デイ」を開
催しました。
　北網支部で
は、5月14日
（土）東武イー
ストモール端
野店におい

て、「看護の日」について多くの方に知っていただく
ため「ふれあい看護デイ」を実施しました。昨年に引
き続き感染対策の観点から、例年実施していた健康
チェックや看護体験は中止となりました。その代わ
りに、店舗入口にて看護の日キャラクターかんご

ちゃんとハローキティコラボデザインのグッズを配
布しました。曇り空ではありましたが、小さなお子様
からお年寄りの方まで、1時間ほどで70名に配布す
ることができました。中には「いつも看護師さんには
お世話になっているからね」と話しかけてくれる方
もいました。イベントを通して、看護活動への関心を
持っていただくと同時に、私たちが地域の方から元
気をもらう機会にもなりました。

一日看護師体験

一日助産師体験

　遠紋支部では、令和4年7月9日（土）に「看護実践報
告会」と遠軽厚生病院　感染管理認定看護師　山澤
由香里氏による「感染対策の基礎知識～やっている
からできている感染対策へ～」をテーマにした講演
をWeb開催しました。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、医
療機関での感染対策の必要性は高くなっています。
そのため、患者はもちろんのこと医療機関で従事す
る自分自身を感染から守るために、日常からどのよ
うなことに気をつけるべきなのか感染対策の基本に
ついて考え、学ぶ機会となりました。

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止をはかるた
めにも、Web研修を主体とし、今後も支部活動をす
すめていきたいと思います。

講演　山澤氏 看護実践発表
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十勝支部 支部長　浜名　真由美

釧路支部 第１副支部長　髙﨑　直子

根室支部 支部長　佐藤　知美

　今年度十勝
支部の看護ふ
れあい体験の
参 加 施 設 は
15施設で、高
校生の参加は
81名でした。

十勝ではGW明け後のCOVID-19の感染拡大が早
く、最終的な参加施設・参加高校生共に昨年度を下回
りました。そのような状況の中14名のふれあい看護
体験を実施した帯広協会病院の様子をご紹介します。
　当初COVID-19のため実際に入院患者さんとの
触れ合いはなく、学生同士の看護体験を計画してい
ましたが、病院負担でコロナPCR検査を実施し短時
間ながら患者さんと触れ合う時間を設けることがで
きました。産婦人科病棟では赤ちゃんを抱っこした

り、一般病棟では手浴を実施したりの本当の触れ合
い体験と、学生同士での車いす移送、バイタル測定を
実施しました。少し戸惑いながらも患者さんと触れ
合い笑顔になる様子を見て、将来ぜひ看護職につい
て欲しいと願いました。
　今後の事業計画は集合研修を検討していたものも
ありますが、Web開催に変更を余儀なくされていま
す。中学生への性教育や、緩和ケアの出前講座につい
てもWeb開催を検討しています。

　世界中に蔓延する新型コロナウイルス感染症は、
先の見通しが立たない状況にあります。しかし、この
２年間の困難から私達看護職は沢山の学びを得るこ
とができました。
　釧路支部においてもWeb等を活用した研修がス
タンダードになりつつあります。準備に手間取り、研
修時間より事前の準備に時間を要した研修もありま
した。その中で、各役員が力を合わせて共同作業を行
うことで、会員間の結束力もより一層高まり視野も
広がりました。

　今年度は、更に新しい取り組みを行っています。中
学生を対象としたふれあい看護体験をYouTubeに
アップしてみました。患者や看護師と直接ふれあう
ことができなくても、スマホに触れるだけで看護の
仕事を身近に感じ取ることができます。この取り組
みは、釧路市教育委員会と連携し、未来の看護職を目
指す中学生に一人でも多く看護の仕事を知ってもら
う機会となるようにという願いから実現しました。
今後も、この困難から新しいアイディアが生まれる
ことを期待して支部事業を進めていきます。

　令和4年7月23日土曜日、会員懇談会を開催しま
した。当初は会場に集合での開催を予定していまし
たが、根室地域での新型コロナウイルスの感染拡大

の中ではWeb開催が妥
当と判断しました。第一
部「看護の動向」　講師
　北海道看護協会専務
理事　田中かおり様　
第二部　講演　テーマ

「災害保健、医療、福祉の
視点から考える専門職

能の役割～寒冷地であることをふまえて～」講師　
日本赤十字北海道看護大学災害対策教育センター教
授　根本昌宏様　参加人数46名。寒冷地の災害が想
像以上に過酷だと痛感させられました。
　昨年同様Webでの開催であったため大きなトラ
ブルなく終了しました。看護師職能、助産師職能と、
次々今後も研修会を予定していますが今のところ
Web研修の予定です。新型コロナウイルス感染症第
7波の中にあっても研修会が開催できるよう、運営
側、参加者側ともにレベルアップしていけたらと考
えています。 
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　北海道助産師職能委員会では、2017年から、
「いいお産の日」のイベントとして様々な企画を
行ってきました。
　初年度から3年連続で、大型商業施設の一角に
イベント特設会場を設け、「体験コーナー」と「相
談コーナー」を設置し開催しました。「体験コー
ナー」では、出産前のご夫婦が、赤ちゃん人形を用
いたオムツ交換や抱っこの練習を行い、“ベビー
ウェアリングコンシェルジュ”の資格をもつ専門
スタッフの元で、スリングや抱っこ紐を使って、
楽に安全に抱っこができる方法を実際に体験し
て頂きました。また、夫の子育て参加も多く見ら
れ、真剣に学ぶ姿がとても印象的でした。
　2019年にはこれらに加えて「液体ミルクと災
害の備え」について紹介し、災害時の備えとして
液体ミルクへの関心の高さが伺えた内容でした。
　そして2020年に始まった新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大をうけ、お産の現場は大きく
様変わりし、出産を控える妊産婦さんとご家族だ
けでなく、育児中の母親達に多くの不安と孤独感
が強いられました。その中で、助産師たちは、妊産

婦さんが少しでも安心して出産し子育てがス
タートできるように知恵をしぼり、様々な取り組
みが各地・各施設で行われています。この間感染
対策上集客イベントはできませんでしたが、
2020年は女性の一生に携わる助産師の仕事に
ついて知ってもらおうと、北海道庁1階でパネル
展示をしました。2021年はJR北海道サツエキビ
ジョンをお借りし、リアルな助産師の姿をデジタ
ルサイネージにして放映しました。今年度は感染
状況にもよりますが、11月3日(木・祝)にアリオ
札幌にて集客イベントとして復活いたします。体
験、相談コーナーと展示で妊産褥婦さん、ご家族
の方々、助産師を目指す方々と、感染対策をしな
がら少しでもふ
れあえる機会に
なることを願い
開催を企画しま
した。

「いいお産の日」
イベント開催のお知らせ

　ようやく暑さも落ち着き、過ごしやすい気候に
なってきましたね。適度な気温の秋は、運動をするに
は最適です。
　健康寿命という言葉を耳にしませんか？健康寿命
とは健康で日常生活を支障なく送ることのできる期
間のことです。健康で長生きしようと思えば健康寿
命をのばしていく必要があります。それには運動習
慣が重要です。運動は生活習慣病予防、体力の維持や
免疫機能を高めるために大切です。また、健康寿命を
縮めてしまう大きな原因、転倒・骨折を予防する為に
も、必要不可欠となります。ウォーキングやラジオ体
操、その他のスポーツ等ご自分にあった運動を楽し

みましょう。いきなり激しい運
動を始めてはケガのもとです。
身体に負担をかけ、病気を悪化させる可能性もあり
ます。徐々に運動強度を上げることをお勧めします。
運動の前後はストレッチを行い、服装は暑さ・寒さの
調整ができるもの、水分補給は十分に行う、無理はせ
ず体調に合わせて行うことが運動のポイントです。
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道民の健康情報
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　令和4年7月30日（土）、北海道看護協会での現地参
加とWebによる参加総数93名で「コロナ禍における
新たな知識と母子の健康への取り組み～新型コロナ
陽性の妊娠から分娩後のケアの実際と課題～」をテー
マに、助産師職能集会を開催いたしました。
　札幌医科大学附属病院　婦人科学講座助教　染谷
真行先生より、新型コロナウイルス感染と周産期のケ
ア～これまでとこれから～という内容で講義をしてい
ただきました。2019年12月以降における分娩期前後
での新型コロナウイルス陽性妊産婦の分娩様式への
影響では、立会い分娩や面会の禁止または制限、陽性
者や濃厚接触者の扱いの難しさや、陽性者は帝王切
開を選択せざるを得なかった時期も長く続き、物理
的・心理的な距離が出来たため、従来の周産期医療が
提供しづらくなったことを共有しました。じっくりと妊産
褥婦に寄り添いたいけれどできないもどかしさなど、
現場での葛藤などの報告や、令和4年5月以降の札幌
近郊の一次施設での分娩対応について、COVID‐19
対応で困ったことなど含めてお話しして下さいました。
　実践報告では、実際に新型コロナウイルス陽性妊婦
を受け入れている2施設より発表頂きました。札幌白
石産科婦人科病院より内藤有利子師長による報告で
は、令和4年5月より自施設で陽性妊婦を受け入れる
準備と実際の場面で困ったことや、工夫した点につい
てお話を聞くことができました。手術室を陽圧換気に
することの難しさや、全室個室ではない中で、通常の
業務や治療・手術・分娩を行いながら陽性者を受け入
れるためのベッドコントロールを行うことの困難さを
お話しして下さいました。スタッフ教育やメンタルヘル
スについては「コマンダー」を置くことで、陽性妊産婦
に自分一人で対応しているのではないという安心感を
与えることができたという点は、参加された各施設に
おいても参考になったと思います。また、搾乳の取り扱
いの実践についても詳しくお話を聞くことができ、褥
婦さんが自ら意思決定できるよう説明をされているこ

とがわかりました。
　2施設目はKKR札幌医療センターより前田加奈美主
任より、新型コロナウイルス陽性妊産褥婦へのケアの
実際についてお話を伺いました。通常は感染病棟で陽
性妊産褥婦はケアを受けており、感染病棟の看護師の
方が不安なくケアに臨めるよう助産師がアドバイスし、
安全に、混乱なくケアが実施できるよう工夫されてい
ることを知りました。大学病院での帝王切開後の褥婦
の受け入れを早くから実施されている施設であり、母
子分離の中でも赤ちゃんの様子を伝えるツールの工
夫や、今後の見通し、いつ会えるようになるかなどを具
体的に母親に知らせることで不安の軽減に繋がってい
ると報告がありました。アンケートからも他施設の取
組みが参考になったことや、自施設へ持ち帰ることが
できる内容だったという声をいただきました。
　助産師としての役割を遂行するために、自施設の規
模やマンパワー、フットワークの軽重など見合った中
で、withコロナの中でも母子のためのより良いケアを
行っていきたいと思いました。

報告者：助産師職能委員

 長橋　由香里

令和4年度北海道看護協会
助産師職能集会

前列左から：染谷先生・前田主任・内藤師長・髙橋会長
後列左は、助産師職能委員
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　令和4年7月2日（土）に令和4年度医療安全セミ
ナーを全道の有床診療所、訪問看護ステーション、介
護老人保健施設等で働く看護職を対象にWebで開催
し、56施設、72名が参加しました。
　講師は北海道看護協会医療事故調査支援委員会委
員で、旭川医科大学病院　医療安全管理部の清水裕
美子様でした。
　当協会の田中かおり専務理事の開会挨拶のあと、
「施設における医療安全」というテーマで約1時間の講
義の後に休憩を挟み意見交換を実施しました。
　講義では、まず医療安全の基本として、医療安全施
策の取り組みとなった横浜市立大学病院の患者取り
違え手術や都立広尾病院のヒビテンを静脈注射した
医療事故の説明があり「人は誰でも間違える」ことを
前提に間違えても障害に至らないようにするにはどう
するかという医療事故に対する考え方が紹介されまし
た。その後、日本看護協会の「医療安全推進のための
標準テキスト」や日本医療安全調査機構の医療安全情
報の活用、旭川医科大学病院では全職員が「医療安全
ポケットマニュアル」を携帯していること、またその内
容や周知方法などが説明されました。医療安全におけ
るコミュニケーションエラー対策の一つでチェックバッ
クとメモを取ることが有効であること、通常実施され
ているダブルチェックの方法の他に、どうしても1人で
実施しなければならない場合の1人双方向型ダブル
チェックの方法も紹介されました。

　意見交換会では、参加者から自施設で直面している
具体的な内容の質問や意見が聞かれました。その中
で、訪問看護ステーションでの利用者の内服薬管理に
ついて、訪問薬剤師に介入してもらっている施設があ
るという情報も提供されました。
　また、インシデントレポートの提出に関して、報告者
が話しやすいように心掛けていることはあるかという
質問に対しては、「どうしたら次に同じようなインシデ
ントを起こさないようにするか考え、報告もしやすい雰
囲気で責める風土ではない。」「前職では、『インシデン
トがあった。気をつけるように』と注意があったものの、
係が対策を立てるなど報告しやすい雰囲気ではなかっ
た。」など活発な意見交換となりました。
　講義と意見交換会の内容を活用し、参加者の皆様が
各々の施設で具体的な医療安全対策に役立てられる
ことを望みます。
　最後に、北海道看護協会　医療事故調査支援委員
会の古藤幸子委員長が挨拶を述べ閉会しました。

報告　事業部事業課

旭川医科大学病院　医療安全管理部　清水裕美子

令和4年度医療安全セミナー

※詳細については、北海道看護協会ホームページに掲載いたします。

懇談会等名

令和4年度
在宅・介護保険施設等で働く
看護職の実践報告会・交流会

令和4年度
アドバンス助産師交流会

日程

令和4年11月5日（土）

令和4年12月10日（土）

方法

公益社団法人
北海道看護協会
（Web開催）

TKPガーデンシティ
PREMIUM
札幌大通

（集合・Web）

対象者

●在宅・介護保険施設で働く看護職
（会員・非会員）
●在宅・介護保険施設以外で働く
看護職（会員・非会員）

●アドバンス助産師認証者、新規申請
または更新予定の助産師医療従事者
●自治体の母子保健に携わる保健師等
●医療従事者

令和4年度交流会等日程について
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◆テーマ：安全な看護技術＜採血法＞( 演習含む )◆
期　　間：6月14日（火）10:00 ～ 12:00
場　　所：北海道看護協会
受講対象：今後復職を考えている未就業の看護職、未就業期間があり再就業後1年未満の看護職

就業支援講習会　報告

◆テーマ：褥瘡予防と看護 ( 演習含む )◆
期　　間：8月24日（水）10:00 ～ 12:00
場　　所：北海道看護協会
受講対象：今後復職を考えている未就業の看護職、未就業期間があり再就業後1年未満の看護職

1 受講背景：受講者数18人
就業状況：未就業者：18人
未就業期間

3 講習会の感想等　（一部抜粋）
　・就業の前に確認することができてよかった。
　・採血は実践する機会が多い看護技術なので改めて講習を受けられ本当によかった。

1 受講背景：受講者数16人
就業状況：未就業者：16人
未就業期間

1年未満 17％

1 ～ 3年未満
11％

15 ～ 20年未満
6％

就業中 22％

20年以上
17％

3 ～ 5年未満
5％

5 ～ 10年未満
17％

＜講習会の様子＞

演習の様子
10 ～ 15年未満 5％

5 ～ 10年未満
31％

10 ～ 15年未満
6％

15 ～ 20年未満
12％

20年以上 13％

1 ～ 3年未満
19％

1年未満 19％

＜講習会の様子＞

講義の様子 演習の様子

17 14

知識・技術に
不安があった

最新の医療・看護の
情報を知る

414

再就業の
準備

内容に
興味があった

0

就業中の職場
からの勧め

2 アンケート結果　（回収数：18）
　①受講動機（複数回答） 　②再就職をする上で参考になったか（人）

18 0
はい どちらともいえない

0
いいえ

（人）

3 講習会の感想等　（一部抜粋）
　・とてもよい勉強の機会となった。新しい知識に加え、実習もあり楽しく参加できた。
　・皮膚・排泄ケアは、高齢者の患者さんが多い中で非常に重要なことだと思うので非常に勉強になった。

9 11

知識・技術に
不安があった

最新の医療・看護の
情報を知る

1011

再就業の
準備

内容に
興味があった

2 アンケート結果　（回収数：16）
　①受講動機（複数回答） 　②再就職をする上で参考になったか（人）

16 0
はい どちらともいえない

0
いいえ

（人）
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本人
4,809

代理
2,750

施設からの代行
5,347

合計
12,906

1 届出種類

20～29歳
3,719

30～39歳
2,890

40～49歳
2,932

50～59歳
1,858

60歳以上
1,022

無回答
485

合計
12,906

２ 年齢

道南
490

道央
9,003

道北
1,008

十勝
681

釧路・根室
648

オホーツク
690

無回答
386

合計
12,906

３ 居住地

保健師
76

助産師
54

看護師
3,368

准看護師
354

合計
3,852

４ 再就業状況

（人）

（人）

（人）

（人）

届出制度実績　（2015年10月1日～2022年8月31日）

期　　間：7月12日（火）～ 15日（金）
場　　所：北海道看護協会
受講対象：未就業で看護職として復職を希望し、札幌市に居住している者
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令和4年度地域応援ナース実績（4月1日～8月31日）

◉今までの経験を活かし、人材不足で困っている地域で『地域応援ナース』として働いてみませんか？
　1 ヶ月～ 1年間の短期間限定勤務、コーディネーターが希望に合った働き方を提案します。
◉看護管理者の方は、退職する看護職員に「地域応援ナース」について、周知をお願いいたします。

※詳細は、https://www.hokkaido-nurse.com/ouen/ またはQRコードからご確認ください!!

・応援：7人（5施設）　・調整中：2人

礼文島で活躍する地域応援ナースのご紹介!!
　平成27年から北海道委託事業として「地域応援ナース」の取り組みが始まりました。これまで61名（70
件）の方が地域応援ナースとして活躍しています。（令和4年8月31日現在）
　礼文町国民健康保険船泊診療所に令和4年4月から応援ナースとして就業している小川万梨野さんを
ご紹介します。

【就業期間】
令和4年4月1日～（就業中）

【地域応援ナースの登録・参加理由】
　“その人らしく生きる”を支える看護が自分の目標でした。前職で出会った患者さんが島で生き生きと
過ごす姿に感銘を受け、島には自分の看護観を実現できる医療があるのではないかと思い、思い切って
飛び込みました。

【応援の実際】
　外来から病棟、薬局、検査業務までと初めてのことも多く刺激的な毎日です。ただ、良くも悪くも『島な
らでは』も多いです。島のナースはベテランが多く、皆さん穏やかで優しく対応してくれます。何より島民
を知り尽くしていて『Theプライマリーケア』といった感じです。派遣仲間とはよき同僚であり、友人です。

【島暮らし】
　何もないです。でもそれがまた良いです。最寄りの島唯一のコンビニまでは
20kmもあり、物価は島価格で高かったりしますが、宅配サービスや運が良け
れば新鮮な海の幸をお裾分けしてもらうこともあり、不自由はありません。住

居は診療所の目の前に寮があり、古さはあります
が家具家電もついており快適に過ごせています。
　プライベートでは、散歩やトレッキングで礼文
の雄大な自然を全身で感じ、毎日絵葉書を見てい
るような、そんな素敵な時間を過ごしています。時
には釣りにチャレンジしたり、山菜取りに行ってみたり新しい経験がいっぱ
いです。雨や風が強い日には、島の体育館で体を動かしたり、同僚とおうちご
はんをしたり、なんだかんだ充実しています。

【学んだこと・感想】
　ご縁がありこの島に来ることができ、本当に幸せな時間を過ごさせてもらっています。何より嬉しい
のは前職までイライラすることが多かった自分が、毎日笑顔で心穏やかに患者さんと接することができ
ていることです。人生でこのような貴重な経験ができていることに感謝しながら、これからも楽しんで
過ごせたらと思っています。

礼文町国民健康保険船泊診療所
地域応援ナース　小川万梨野さん（札幌市）

升田医師（左）　所長　升田医師（中央）　小川さん（右）

澄海岬（すかいみさき）

トレッキング「岬めぐりコース」にて

▶礼文町国民健康保険船泊診療所　事務長 小本様から
　この度応援に来ていただいた小川さんは、とにかく明るくいつも笑顔が絶えない方で、患者さん
や同僚の看護師ともすぐに打ち解け、毎日張り切って仕事をしています。お休みの日はあちこち出
かけて、礼文島を満喫しています。
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　令和4年8月6日に訪問看護ステーションの管理者
を対象に「看護管理者のための災害時のBCPワーク
ショップ」を集合型で開催しました。講師は、国際医療
福祉大学大学院　災害医療分野　教授　石井美恵子
先生にお願いしました。
　石井先生は今回の学習目標を、「1．オールハザー
ド・アプローチによる一つの組織行動原則の有用性が
わかる」「2．災害時の医療保健福祉体制の概要がわか
る」「3．実施すべき事前対策を列挙することができる」
「4．BCPの概要とBCP策定プロセスがわかる」「5．他
施設や地域連携の必要性がわかる」と定められまし
た。講義にワークショップを組み入れた構成で行われ
ました。
　まず、自然災害によって社会基盤の破壊・損壊が起
きた時に出勤できないスタッフはどのくらいいるの
か、事前にスタッフの背景を知っておくことや結果事
象に着目し影響度をしっかり分析することの重要性、
オールハザード・アプローチ（自然災害や人為災害な
ど災害の種類や規模、対応組織を問わず全ての災害
に「ひとつの組織行動原則」で対応するという考え方）
による組織行動原則についての講義がありました。
　次に災害に関する法律についての解説や令和4年7
月22日に厚生労働省より通知された「大規模災害時
の保健医療福祉活動に係る体制の整備について」など
最新の情報も紹介され、ハザードマップを見ながら自
分の事業所ではどんな被害が想定されるのかを確認
し、その被害予測から事前対策の課題を整理するワー
クも行いました。
　訪問看護ステーション固有の事項として、スタッフや
家族のタイムラインだけでなく、利用者のタイムライ
ンを作成すること、利用者から報告が来るような仕組
みを作った方が良いこと、また利用者自身が自分の身
を自分で守れるように事前対策を強化することも重要
であるとアドバイスがありました。

　BCP策定にあたっては「被害想定と現況の把握から
影響度を分析する」ことを丁寧に行うことが大切であ
り、対策を実効性のあるものにしなければならないこ
とが強調されました。
　災害発生時の対応の原則（CSCATTT）では、情報
を可視化すること、地図を活用することや被害状況を
写真に撮ることで情報管理や情報共有が出来ること、
何のためにその行動をしなければならないのか目標
を定める、職位に応じた目標の整理も必要になること
を学びました。
　参加者からは、「とてもわかりやすい講義内容だっ
た。」「地域の違う方々との交流ができ良かった。いろ
いろな情報が交換できた。」などの感想や、事前対策の
重要性と利用者のタイムラインの作成が印象的で今
後のBCP策定に活かせる内容であったとの声があり
ました。

報告　事業部事業課

ワークの様子

看護管理者のための災害時のBCP
（業務継続計画）ワークショップ

17

HOKKAIDO NURSING ASSOCIATION NEWS No.144



北海道看護協会ニュース 144 号　p18

Ⅰ 開催概要
学会テーマ　 「 看護の原点を見据え未来を拓く

 －すべての人に健康と福祉を！看護の力でできること－」
開　催　日　 会場参加日：令和4年11月26日（土）9時15分～ 14時30分

　  オンデマンド配信期間：令和4年12月5日（月）～令和5年1月6日（金）
会　　　場　 札幌コンベンションセンター（札幌市白石区東札幌6条1丁目）
※新型コロナウイルス感染拡大状況により、会場参加を中止しオンデマンド配信のみとなる場合があります。

Ⅱ プログラム
・基調講演　　・教育講演　　・学会企画セミナー　　・特別企画シンポジウム
・一般演題（登壇発表、事前収録発表）
・スイーツセミナー（スイーツセット提供あり）　　　・企業展示　　・書籍販売

1  令和4年度　北海道看護研究学会のご案内　

教育課からのお知らせ

令和4年度　北海道看護研究学会　参加申込受付中
参加申込期間：令和4年10月14日（金）まで

オンラインでの事前受付となります。
北海道看護協会ホームページ － MENU「看護研究学会」－ 「Ⅲ参加申込について」の
 オンライン参加申込ボタン から、お申込み下さい。

〈基調講演〉
テーマ：「すべての人の健康と福祉をまもるために

－看護師のウェル・ビーイングを確かなものに－」
講　師：手島　恵　氏　（国立大学法人千葉大学大学院看護学研究院　教授

　／国際看護師協会(ICN) 理事）

〈教育講演〉
テーマ：「看護の原点である現場で潜在能力を引き出す教育の醸成」
講　師：叶谷　由佳　氏　（横浜市立大学医学部看護学科　教授／看護学科長

　／副医学部長）

〈学会企画セミナー〉
テーマ：「伝わる・身につく教育研修

－対面とオンラインを組み合わせて教育の効果・効率・魅力を高める－」
講　師：杉浦　真由美　氏　（北海道大学大学院教育推進機構オープンエデュケーションセンター

　特任准教授）

〈特別企画：シンポジウム〉
テーマ：「IT機器を活用した看護業務効率化の取り組み」
シンポジスト：鈴木　あすみ　氏　（社会医療法人柏葉会 柏葉脳神経外科病院　看護主任）

佐藤　真貴子　氏　（社会医療法人柏葉会 柏葉脳神経外科病院　看護主任）
川上　　京　　氏　（社会医療法人孝仁会 訪問看護ステーションはまなす　所長）
保坂　明美　　氏　（株式会社トラントユイット訪問看護ステーションフレンズ　所長）

一般演題（登壇発表、事前収録発表）の詳細は、同封のプログラムをご覧ください。
また、北海道看護協会ホームページでも公開しています。
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　特任准教授）

〈特別企画：シンポジウム〉
テーマ：「IT機器を活用した看護業務効率化の取り組み」
シンポジスト：鈴木　あすみ　氏　（社会医療法人柏葉会 柏葉脳神経外科病院　看護主任）

佐藤　真貴子　氏　（社会医療法人柏葉会 柏葉脳神経外科病院　看護主任）
川上　　京　　氏　（社会医療法人孝仁会 訪問看護ステーションはまなす　所長）
保坂　明美　　氏　（株式会社トラントユイット訪問看護ステーションフレンズ　所長）

一般演題（登壇発表、事前収録発表）の詳細は、同封のプログラムをご覧ください。
また、北海道看護協会ホームページでも公開しています。
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所属施設：医療法人徳洲会　緩和ケア訪問看護ステーション札幌
氏　　名：山崎　美惠
　私は札幌市内で在宅緩和ケアに特化した訪問看護
ステーションの管理者をしています。この度、自施設
の今後のビジョンを達成させるために管理職として
どのように自施設の課題に取り組むべきか、系統的
に看護管理を学びたく受講しました。
　著明な講師陣の講義内容は勿論のこと、講義の度
のレポート提出で振り返り、学びを深め、グループ
ワークでは一つの課題に対して取り組むプロセスか
らグループダイナミックスが生まれ、本当に実りあ
る31日間でした。今後、その実をどのように咲かす
かは自身の行動にかかっていると思うとこみあげる
想いがありますが、組織に戻り、スタッフと一緒にそ
のビジョンに向かって優先課題から一つ一つ取り組
んでいきたいと思います。そして、今回、一番の収穫
は自分自身を管理者として、一人の看護師として俯

瞰できたことでした。それは、今後、色々な場面で役
立てていけると考えています。
　また、3年振りの対面での開催ということで54名
の北海道各地の病院の看護部長はじめ管理職の皆さ
んが参加し、対面学習の効果を実感しました。その中
で訪問看護ステーションの管理者は私を入れてたっ
たの2名でした。北海道の訪問看護ステーションは
小規模ステーションが多く、長期の研修参加は難し
い所が殆どだと思いますが、許される環境であれば
是非、受講できると良いと思います。訪問看護の
フィールドで活躍する管理者が更に増えていくこと
を願います。
　最後にいつも挫けそうになる私を支えてくれたグ
ループメンバーと53名の仲間に感謝申し上げます。
本当にありがとうございました。

　図書室では来室できない会員の皆様にご利用いただくために「郵送文献複写サービス」と「郵送貸出サービ
ス」を実施しております。FAX等でお申し込みいただくことができますので、詳細は図書室のホームページを
ご覧ください。また、文献検索等でお困りの際は図書室までご相談ください。
●新着図書案内

2  令和4年度　第1回　認定看護管理者教育課程セカンドレベルの受講を終えて

３  図書室からのお知らせ

タイトル
なぜ、認知症の人は家に帰りたがるのか
コロナ禍における医療・介護従事者への心のケア　
外来・病棟・地域をつなぐケア移行実践ガイド
新型コロナウイルス感染時代の避難所マニュアル
「教える」に悩むナースを応援する指導力向上ブック
医療者のためのLGBTQ講座
先生、どうか皆の前でほめないで下さい
はじめてでもやさしいナースができる透析運動療法

著者
恩蔵絢子　著
前田正治　編著
小坂鎮太郎　編
日本医師会　監修
内藤知佐子　著
吉田絵理子　編
金間大介　著
森山善文　著

出版社
中央法規出版
誠信書房
医学書院
へるす出版
メディカ出版
南山堂
東洋経済新報社
学研メディカル秀潤社

（休室している場合もありますので、開室日については図書室のホームページをご覧ください）
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2022年度の会員の方には、9月9日時点の会員データに基づき、
登録されている施設もしくは自宅（個人会員）へ10月下旬より
随時『2023年度会費のお知らせ』をお送りいたします。

※9月10日以降に入会された方は、12月より順次お送りいたします。
※『2023年度会費のお知らせ』（青緑色）がお手元に届かない場合は、北

海道看護協会までご連絡ください。

2023年度用　入会申込書／会員情報変更届 については
10月頃に希望数を施設宛担当者様宛に伺いますのでご協力
お願いいたします。
11月下旬以降より、北海道看護協会より入会申込／会員情
報変更届を順次郵送いたします。

※すでに施設にいない会員の
分が届きましたら、北海道看
護協会へ返送をお願いいた
します。

「入会申込書／会員情報変更届」
（マゼンタ色）の必要事項をもれなく記入します。

【再入会者とは？】
・過去に看護協会に入会していた。

（他県での入会者含む）
・退会手続きをしたが、再度加入手続きをし

たい。
　　　　　　　

→不明な点は北海道看護協会ま
で連絡ください。

【口座振替】
　翌月27日引落
※毎月15日までに会員登録手続きが完了

し、口座振込依頼書に不備が無い方対象
です。
資金不足・依頼内容不備等で引落しがで
きなかった場合は、ご自宅に届くコンビ
ニ収納振込票でお
振込みください。

【銀行振込・コンビニ収納】
　速やかにご納入ください。
※継続の方は、会費のお知らせで選択され

た振込用紙が同封されています。
※新規・再入会の方は入会申込書投函後、2

か月程度で自宅へ送付いたします。

【勤務先で取りまとめて納入】

　2023年3月末日までに
施設毎の専用口座へお振込み
ください。

記入後、封筒に入れ、切手を貼ってポストへ
投函します。

変更届の送付先（事務委託会社）
〒206-8790
日本郵便株式会社多摩郵便局私書箱21号
公益社団法人日本看護協会・都道府県看護
協会　会員登録事務局宛

会費を納入ください。

※入会申込書を郵送いただいてから登録ま
でに1 ～２か月程かかります。
納入可能になるまでお待ちください。
会員証は2023年4月より順次発送します。

【会費の納入方法】
1.口座振替
2.銀行振込
3.コンビニ収納
4.勤務先でとりまとめて納入→施設専用口座に振込願います

・引落口座に不備がある
・印字されている会員情報に変更が

ある

・引落口座に不備はない
・印字されている会員情報に変更は

ない　

入会申込書／会員情報変更届を切
り離し、訂正箇所を記入し、施設の方
は、とりまとめ担当者の方へ、個人の
方は下記まで郵送してください。

変更届の送付先（事務委託会社）
〒206-8790
日本郵便株式会社多摩郵便局私書箱21号
公益社団法人日本看護協会・都道府県看護協会
会員登録事務局宛

入会申込書／会員情報変更届

提出不要
自動継続 となります。

2023   年度
看護協会の会員継続・  入会の手続きについて

継続会員の方 新規・再入会の方 会費の納入方法

確認項目 変更あり 確認項目 変更なし

STEP①　記入

STEP②　送付

STEP③　納入
会員情報変更届 提出必須 会員情報変更届 提出不要

2023年度会費のお知らせ

【変更記入例】
・結婚し、苗字・自宅が変わった。
・勤務先が変わった。
・会費の納入方法が変わった。
・道外から北海道へ転居してきた。

提出不要

登録情報の変更は 　　　  が便利です!!

北海道看護協会のホームページからログインできます。        https://kaiin.nurse.or.jp/members/JNG000101    
スマートフォンの方は

ＱＲコードからもアクセスできます。

【キャリナース画面】

〒003-0027
札幌市白石区本通17丁目北3番24号

公益社団法人北海道看護協会総務部総務課総務係 会員担当
～ホームページお問合せフォーム～

TEL:011-863-6731　FAX:011-863-3204
https://www.hkna.or.jp/contact/

〈　問　合　せ　先　〉

●登録情報に変更がある方（勤務先変更・自宅住所変更・改姓・会費納入方法）や会員証再発行などは会員
専用マイページで手続きすることができます。　　        を利用すると書面での提出が不要です!

◆令和 4年度日本看護協会長表彰

　樫　田　真喜子（介護老人保健施設

　　　　　　　　　　　リラコート愛全）

　白　川　一　美（函館脳神経外科病院）

　髙　橋　久美子（元北海道大学病院）

　竹　中　仁　美（元町立別海病院）

　田　中　かおり（定山渓病院）

　土　屋　和　枝（札幌秀友会病院）

　西　岡　せい子（元新ひだか町立静内病院）

　深　津　恵　美（江別保健所）

　松　野　千代美（小樽協会病院）

※敬称略・所属は受賞時点のものです。
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2022年度の会員の方には、9月9日時点の会員データに基づき、
登録されている施設もしくは自宅（個人会員）へ10月下旬より
随時『2023年度会費のお知らせ』をお送りいたします。

※9月10日以降に入会された方は、12月より順次お送りいたします。
※『2023年度会費のお知らせ』（青緑色）がお手元に届かない場合は、北

海道看護協会までご連絡ください。

2023年度用　入会申込書／会員情報変更届 については
10月頃に希望数を施設宛担当者様宛に伺いますのでご協力
お願いいたします。
11月下旬以降より、北海道看護協会より入会申込／会員情
報変更届を順次郵送いたします。

※すでに施設にいない会員の
分が届きましたら、北海道看
護協会へ返送をお願いいた
します。

「入会申込書／会員情報変更届」
（マゼンタ色）の必要事項をもれなく記入します。

【再入会者とは？】
・過去に看護協会に入会していた。

（他県での入会者含む）
・退会手続きをしたが、再度加入手続きをし

たい。
　　　　　　　

→不明な点は北海道看護協会ま
で連絡ください。

【口座振替】
　翌月27日引落
※毎月15日までに会員登録手続きが完了

し、口座振込依頼書に不備が無い方対象
です。
資金不足・依頼内容不備等で引落しがで
きなかった場合は、ご自宅に届くコンビ
ニ収納振込票でお
振込みください。

【銀行振込・コンビニ収納】
　速やかにご納入ください。
※継続の方は、会費のお知らせで選択され

た振込用紙が同封されています。
※新規・再入会の方は入会申込書投函後、2

か月程度で自宅へ送付いたします。

【勤務先で取りまとめて納入】

　2023年3月末日までに
施設毎の専用口座へお振込み
ください。

記入後、封筒に入れ、切手を貼ってポストへ
投函します。

変更届の送付先（事務委託会社）
〒206-8790
日本郵便株式会社多摩郵便局私書箱21号
公益社団法人日本看護協会・都道府県看護
協会　会員登録事務局宛

会費を納入ください。

※入会申込書を郵送いただいてから登録ま
でに1 ～２か月程かかります。
納入可能になるまでお待ちください。
会員証は2023年4月より順次発送します。

【会費の納入方法】
1.口座振替
2.銀行振込
3.コンビニ収納
4.勤務先でとりまとめて納入→施設専用口座に振込願います

・引落口座に不備がある
・印字されている会員情報に変更が

ある

・引落口座に不備はない
・印字されている会員情報に変更は

ない　

入会申込書／会員情報変更届を切
り離し、訂正箇所を記入し、施設の方
は、とりまとめ担当者の方へ、個人の
方は下記まで郵送してください。

変更届の送付先（事務委託会社）
〒206-8790
日本郵便株式会社多摩郵便局私書箱21号
公益社団法人日本看護協会・都道府県看護協会
会員登録事務局宛

入会申込書／会員情報変更届

提出不要
自動継続 となります。

2023   年度
看護協会の会員継続・  入会の手続きについて

継続会員の方 新規・再入会の方 会費の納入方法

確認項目 変更あり 確認項目 変更なし

STEP①　記入

STEP②　送付

STEP③　納入
会員情報変更届 提出必須 会員情報変更届 提出不要

2023年度会費のお知らせ

【変更記入例】
・結婚し、苗字・自宅が変わった。
・勤務先が変わった。
・会費の納入方法が変わった。
・道外から北海道へ転居してきた。

提出不要

登録情報の変更は 　　　  が便利です!!

北海道看護協会のホームページからログインできます。        https://kaiin.nurse.or.jp/members/JNG000101    
スマートフォンの方は

ＱＲコードからもアクセスできます。

【キャリナース画面】

〒003-0027
札幌市白石区本通17丁目北3番24号

公益社団法人北海道看護協会総務部総務課総務係 会員担当
～ホームページお問合せフォーム～

TEL:011-863-6731　FAX:011-863-3204
https://www.hkna.or.jp/contact/

〈　問　合　せ　先　〉

●登録情報に変更がある方（勤務先変更・自宅住所変更・改姓・会費納入方法）や会員証再発行などは会員
専用マイページで手続きすることができます。　　        を利用すると書面での提出が不要です!

◆令和 4年度日本看護協会長表彰

　樫　田　真喜子（介護老人保健施設

　　　　　　　　　　　リラコート愛全）

　白　川　一　美（函館脳神経外科病院）

　髙　橋　久美子（元北海道大学病院）

　竹　中　仁　美（元町立別海病院）

　田　中　かおり（定山渓病院）

　土　屋　和　枝（札幌秀友会病院）

　西　岡　せい子（元新ひだか町立静内病院）

　深　津　恵　美（江別保健所）

　松　野　千代美（小樽協会病院）

※敬称略・所属は受賞時点のものです。
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理事会報告
 ●令和4年度第3回定例理事会
１　日　時　令和4年8月26日（金）9時30分から11時30分
２　会　場　北海道看護協会　2階研修室
３　理事数　23名
４　出席者　理事23名、監事3名
５　議　事
❶協議事項

（1）令和5年度北海道看護協会通常総会の日程及び会場（案）について協議、承認
（2）令和5年度北海道看護協会通常総会代議員数（案）について協議、承認
（3）令和5年度北海道看護研究学会開催（案）について協議、承認
❷報告事項

（1）令和4年度北海道看護協会通常総会開催報告
（2）令和4年度北海道看護協会事業報告（４月～６月）
（3）令和4年度看護管理研修事業（委託）企画検討会議について
（4）令和4年度看護研究学会プログラムについて
（5）令和4年度認定看護管理者教育課程サードレベル受講者について
（6）令和4年度看護師等学校養成所での看護協会概要説明の実施について

（7）令和4年度日本看護協会支部職能委員長会議報告
（8）令和4年度日本看護協会理事会報告
（9）令和4年度日本看護協会通常総会報告
（10）令和4年度全国職能交流集会報告
（11）2022年度日本看護協会入会促進活動事業について
（12）新型コロナウイルス感染症に係る本会の対応について

７月　２日

６日
９日

１１日

１２日

１２日～１３日
１４日

１５日

１６日

１９日

２０日
２１日

２２日

２３日
25日
２６日

２７日

２８日～２９日

２９日

３０日

８月　２日

３日

４日

令和4年度　医療安全セミナー（Web）　田中専務理事
看護管理者懇談会（苫小牧支部）（苫小牧市）　亀畑副会長
外来で始める在宅療養支援研修会（Web）　山本常務理事
第7回打合せ会議　髙橋会長ほか常勤理事
会員懇談会（上川北支部） （名寄市）　佐々木常務理事
保健師助産師看護師実習指導者講習会開講式（Web）
　髙橋会長、山本常務理事
認定看護管理者教育課程セカンドレベル（第1回）開講式
　髙橋会長、山本常務理事
令和4年度看護職復職支援研修会　佐々木常務理事
令和4年度北海道専任教員養成講習会実習指導者会議（Web)
　山本常務理事
令和4年度看護職復職支援研修会　佐々木常務理事
北海道看護教育施設協議会会長　ご挨拶
病院看護管理者向け2022年度診療報酬改定の理解研修会（Web）
　髙橋会長、田中専務理事
令和4年度北海道総合保健医療協議会地域医療専門委員会周産期・
小児医療検討委員会（市内）　髙橋会長
令和4年度北海道HTLV-1母子感染対策協議会（市内）
　佐々木常務理事
第8回打合せ会議　髙橋会長ほか常勤理事
第4回常務理事会　髙橋会長ほか理事・監事14名
2022「看護の日・看護週間」事業PRバス企画に関する実施報告会
　佐々木常務理事
支部職能委員長会議　髙橋会長、田中専務理事、佐々木常務理事
日本看護協会「看護業務の効率化推進事業」説明会（Web）
　山本常務理事
会員懇談会（根室支部）(Web）　田中専務理事
北海道医療連携ネットワーク協議会理事会（Web）　亀畑副会長
令和4年度第3回認定看護師研修センター運営委員会（Web）
　髙橋会長

【新型コロナ関係】第29回新型インフルエンザ等対策本部会議
　髙橋会長ほか常勤理事
日本看護協会　令和4年度都道府県看護協会母子のための地域包
括ケアシステム推進会議(Web)　佐々木常務理事、山本常務理事
令和4年度第1回北海道アルコール健康障害対策推進会議（Web）
　佐々木常務理事
日本看護協会　令和4年度第3回理事会・第2回法人会員会（東京
都）　髙橋会長
札幌市営企業調査審議会令和４年度第１回病院部会（市内）
　田中専務理事
令和4年度助産師職能集会　髙橋会長、佐々木常務理事
会員懇談会（稚内支部）(Web）　山本常務理事
保健師助産師看護師実習指導者講習会（特定分野）開講式（Web)
　髙橋会長、山本常務理事
第9回打合せ会議　髙橋会長ほか常勤理事
認定看護管理者教育運営委員会（Web）　山本常務理事
令和4年度看護職の求人・求職合同面接会（帯広市）　佐々木常務理事
令和4年度北海道総合保健医療協議会地域医療専門委員会（第2回）

（市内）　髙橋会長

４日～５日

５日

６日

８日

９日

１０日
１５日

１７日
１９日

　　２０日
２２日

２３日

２４日

２６日

２７日

２９日

３０日

３１日

令和4年度北海道専任教員養成講習会看護教育研修発表会
　髙橋会長、山本常務理事
令和4年度北海道医師会・北海道看護協会懇談会
　髙橋会長、深津副会長ほか常勤理事
看護管理者のための災害時のBCP（事業継続計画）ワークショップ
　髙橋会長、田中専務理事
令和4年度新型コロナウイルス感染症対応潜在看護職スキルアッ
プ研修(Web)　佐々木常務理事
令和4年度第1回北海道自殺対策連絡会議「計画部会」(Web)
　佐々木常務理事
令和4年度第1回北海道医療審議会地域医療部会(Web)　髙橋会長
保健師助産師看護師実習指導者講習会閉講式（特定分野）
　髙橋会長、山本常務理事
第5回常務理事会　髙橋会長ほか理事・監事13名
令和4年度看護職の求人・求職合同面接会（旭川市）　佐々木常務理事
看護管理者懇談会（十勝支部）（帯広市）　髙橋会長
令和4年度新型コロナウイルス感染症対応潜在看護職スキルアッ
プ研修　佐々木常務理事
北海道公衆衛生協会出納監査（市内）　山本常務理事
令和4年度第1回札幌市国民健康保険運営協議会（市内）
　田中専務理事
道立学校における医療的ケア連絡協議会（Web）　佐々木常務理事
消防訓練　髙橋会長、田中専務理事
第10回打合せ会議　髙橋会長ほか常勤理事
令和4年度就業支援講習会　佐々木常務理事
第3回定例理事会　髙橋会長ほか理事・監事26名
第1回支部長会議　髙橋会長ほか理事23名
2022年度都道府県ナースセンター就業相談員研修（Web）
　佐々木常務理事
地区理事と支部長との情報交換会　田中専務理事
認定看護管理者教育課程セカンドレベル（第１回）全体会・閉講式

（Web）　髙橋会長、山本常務理事
令和4年度第1回北海道アルコール健康障害対策推進会議（市内）
　佐々木常務理事
准看護師懇談会　髙橋会長、田中専務理事
会員懇談会（南空知支部）(岩見沢市）　亀畑副会長
社会福祉法人北海道ハピニス研修会（市内）　田中専務理事
令和4年度新型コロナウイルス感染症対応潜在看護職スキルアッ
プ研修（Web）　佐々木常務理事
令和4年度第1回北海道総合保健医療協議会地域医療専門委員会看
護対策小委員会（市内）　髙橋会長
求人施設訪問（岩見沢市・三笠市）　佐々木常務理事
第42回全国豊かな海づくり大会北海道実行委員会総会（市内）
　髙橋会長
令和4年度第1回北海道ギャンブル等依存症対策推進会議（市内）
　佐々木常務理事
令和4年度第2回北海道地域医療介護総合確保基金（介護分）検討協
議会（Web)　山本常務理事

協会の動き（７／１～８／３１）
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